
 

 

令和４年度  人 権 教 育  推進計画書 

青葉区 横浜市立鴨志田中学校 

校長   濵﨑 利司 

（推進担当者 森岡 知宏） 

１ 人権尊重の精神基盤とする授業づくり 

  協働的な学びの推進として、道徳・学活を含む全ての教科で、協働的な学習を多く取り入れ、他者との違

いや個性を認め、他者の良さに気付くことができるようにする。 

 

２ 目の前の子どもの課題解決をめざす取り組み 

本校では、自分中心に物事を考えて行動しがちな生徒や、ほんの軽い気持ちで相手を傷つけてしまう言動

をしてしまう生徒が見受けられもする。また、そのような態度に対して、自分が我慢することで解決しよう

とする生徒もいる中、今年の人権教育の課題として次のようなテーマを設定し、具体的に３つの取り組みを

柱として、人権尊重の意識を高めていきたい。 

 

 

 

人権尊重の意識を高める３つの柱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 子どもの学びを深める人権学習の計画 

① 一斉道徳の取組 年１回（９月／『いじめ予防』弁護士※学校運営協議会委員 担当） 

  ②人権標語をつくる取組（１１月） 

 

４ 教職員の人権意識を高める校内研修計画 

特別な支援が必要な生徒への理解と支援（不登校や不登校傾向にある生徒、学習支援が必要な生徒、生活

支援が必要な生徒などについて、学級担任や学年主任、生徒指導専任、個別支援担任、通級指導教室担当、

養護教諭、スクールカウンセラーと特別支援委員会（週１回・校内）等を通じて、情報交換をしながら全教

職員で支援できるようにする）を実践する。 

「あったかい学校」づくりを目指そう！ 

～互いに認め合い、素直な気持ちで相手を思いやることができる生徒の育成～ 

 

「お互いを認め合う」取り組み 
◇他人の良さに気づくことができる

心の豊かさを身につける。 

◇お互いの違いを認め合うことがで

きる心の豊かさを身につける。 

「安心して過ごせる環境をつくる」取り組み 
◇正しいことを正しいと素直に言え

る環境をつくる。 

◇差別につながる発言や行動を見逃

さない環境をつくる。 

「自分をみつめる」取り組み 
◇自分の良さに気づくことができる

ようにする。 

 ◇生徒一人ひとりの達成感を味わう

ことができるようにする。 

◇言葉づかいやあいさつ、姿

勢、不祥事防止などで、教師

が模範を示す。 

◇学級委員を中心に互いを思

いやれる学級つくりを行う。 

◇生徒会を中心にした「あっ

たかい学校」づくりのスロー

ガンのもと全校生徒に笑顔が

増えるよう、あたたかい言葉

がけの推進を行う。 

◇元気のよいあいさつの推進

を行う。 
◇学力の基礎・基本の定着を
全教科で積極的に取り組む。 

◇教師から生徒への声かけ、

学習支援などのかかわりを積

極的に行う。 

◇教育相談（年３回）や YP

アセスメント（必要に応じ

て）の実施。 

◇スクリーニングの実施（随

時）。 

◇生徒一人ひとりの見取りを

複数の教師でおこない、生徒

の不安や悩みを共通理解し、

生徒に寄り添った支援をして

いく。 

◇行事の振り返りや道徳など

により、様々な視点から考え

る機会をもたせる。 

◇いじめ防止をテーマに弁護士に

よる一斉道徳授業（オンライ

ン・動画配信含め）の実施。 

◇人権講演会（オンライン・

動画配信含め）の実施予定。 

 


